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舌予約用音声応答システム
The Audio Response SYStem for Telephone

Reservation

日本王】主l有鉄血では,指近寄栄一iの瓜講によるj二約グ〕て.‾7.言焚がます呈す叶川1Lているこ

とを粍に,ハニ声応字‡装｢デ壬を川いたノiに満二千約システムの･-#人を.汁州L,lト■′二鮒1三巾と

J【こトfJでシステムのl-iH碓を子‾j二なってきた｡ニク)システムに川いる.･■1ニテ至り心?‡尊王抑士,]モ

It乙】の列小糾,駅名などの多数の‾喜‾言灘を.i山荘でき､山二多数C′)州恥二1ぴfの汁ラミー∫を山

一ノJできるものが要求される.､.このため,山九計数2,000一九.1りJ川組敷700州拙を口

柑にl耶己を巡れ 我が拝=ょもちろん世淋でも紬♂)ての磁1tトラム】1川J制御ノブ∫しを川

いた.･11二声応?字書きこどこを1こ†戊Lた｡

この′.一に満-j÷約システムは､【】榊ほ0叶一3jJク)‾仲冬抑枠粥=‡Hl‡に†汁ノせてす-フンさ

れる.｢

lI 緒 言

抽近,桁延券一紬グ)′.=に‾.‾i引二.よる晴人十約は,そジ‾)仙則さか⊥､ノ

好.沖を柑ており,′ぷ甥さがますます州山‖しているL,LかL,+JL

/l二でば.に事抑二よる-‾iニ約′受付はすべて八千をチトLているた･好),

1l‾丈根校数が州えるに従って′乏什J出土且をJ‾附JllしなけjLばなJ)ず,

l一分に対処Lきれ乙lくなってきている｡

二のことか⊥J,Il本いミl有鉄泊では旅茶サー1ビスl‾｢り卜の 一1ニュ

ヒしてハ=テ!rI芯芥装-iF･-一三を川いた(l)ノ心言.トiニ約システムを一汁州し,

11J川145一丁卜より臼_､二′二;と･望作巾と舛llfJでシステムの川+ヲ己を子+二な一い,

.一に.子iljニ約システムに川いる.ヤ)!㌻んじ㌢‡尊王け'-二を`ノ山ノ丈L7∴

.一に.抑二よるJ仙甘の-jl的は,J北/†‡r∴みどリグ〕窓=+でi.1≠■一三†J

ている ■-MARSシステム‥ に-十)王了心持斗∈‾iこ一■ほ′は純Lて,ノ木

岐などにある抑Lボタンダイヤル`一に.榊宋覧カゝノノー■妊求するl勺ノゲfを

人プJするだけでJ_1i川1-;がj二約できるようにするもので｡′声)る･二

のようなシステムは,二代がIl三1ではもちろんl_l川井でもわJ♂)ての

.喜■J-しみで,卜■ff刊之化帖代の拉先立‾J/.;を子+二く州jUj的システムとLて人
きな成一リ上が柑=1三される､つ

臣l システムの概要

二のシステムは図1に′J七すように,公衆ノ.しこ.i-==1維網=■ll】Lボ

タンダイヤルノ.一に一読機を介む)､.-∫け手心ケ指旨;i√こノ之び′一に.打予約r‾い火

紫iiT■こから戊り,二れが如に指七井沌ノ占システム(MARS‾105)

に寸貴紙されているぐ､
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指1上みを-j二約Lようとする帖｢耕土,l'Ⅰ七の押しボタンダイ

ヤルー1に.さ,†綿毛上り.1二1tりしケ‡装i;-'こを呼び山L,.1二‾パ咄?‡壬‡ii一■･:かムーJ

〆)∴二)!子による人‾ノJ相′l七に子荘/ノて,耗小ノーJF-1,ケ小卜γ.,肘;策肌

ノ之び/し放などを人力する.｢

汁′ぎり心ケ‡裟i｢=ま紫求lノづ?さを耳(=ごとにl･-1ニプ王Jでf私i.どL,1叫｢i

【lが人‾ノJされる.と,二のl勺芥をノ心統一-j二約■い火尊ヒii一'こを介Lて指

1､ヒ券絶ノ己システムにj重り†～iろ惟を一班求する.-.

†計′とみヲ己′ノニシステムか⊥､ノ川ケ‡されてきた肘.仙川之は,1㌫テII

j㌧机小火装√一三の二柑ノブアイルにて吏鎚きれ∴jニ約冷戦手付仙し
てJ二‾′一心ケ‡米;;1■こにj壬l)J吐されるし-､

､

,1二1!り心?‡寺宝;r∫■-て･は,二の了1約番サと指1上本り川丈糊付,ミを■､-1ニノ!｢

で榔器に1=け‡する･=･

肘掛土紹】llLみと､､りの窓‡1+に付き,ニグ)i二約蘇り▲と釆小

Jjll,列小打などをハニげi二約してある寸拝1こ券榊をl偶人する.

二こハ上一うに,′.に.さ.Ij∴約システムがj三川化されると,l′1七丈

は灼一楷1ヒなどか⊥-川'〔柁に,一札iitに卜了川ゞの十机ができる･上うに

なるし)

8 座席予約操作手順

起L言.Iで推喘を十約L､ようとする僻耳は,州Lボタンダイヤ

′しノ心音.1f筏で-ヒンタ･--を呼び糾し､あ⊥､ノかじめ1ヒめJノjLている

フォーマットに従--ノて州!ノボタンの12イ川のコード(1,2‥･

(3〕
→

◆■･l･････････････････････▲i-
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.】‾台-
→

座席ファイル

ト‥
指定巷発売

システム

(MARS【105)

r4■･発 券

区= 電話予約システムの構成

電話で指定券を予約し発券するまでの

手順は,国中の･′I∴(′む･‥…の順に行な

われる‥

*

tり二川†‖;失j凸山;(了卜一.に1t】･い≠川Jj(コンヒ･∴-一夕′.に1=小小手ニトに **lト■ニユシリ∩≡川=ij‾ちミ｢.J■払***iト■二･土Hl叫′川三村山川かノi
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表l入力項目と応答例 入力の手順は音声応答の案内に従ってl.2,･･…の順に行なわれる｡

ボ タ ン を 押 す 順 序

順 序

フ ッ シ ュ ホ ン の 出 力

項 目 操 作 例 確 認 ･

応 答
二欠の入力項目の案内

予約センターの呼出L ♯9500 二ちらは国鉄電話予約センターです_: あなたの電話番号を押Lてください,､ピ

l あなたの電話番号 8王=】ZZl♯ あなたの電話番号の下4けたは1221ですね｡ 申込みの合図を押Lてください｡ピ

2 申 込 み の 合 図 l卓 これから予約を承ります口 をお乗りになる日を押Lてください0ピ

3 乗 車 月 日 0425♯ 4月25日ですね｡ 列車の名前を押してください｡ピ

4 列 車 の 名 前 0】001♯ ひかりl号てすね′_, 乗る駅を押Lてください｡ピ

5 乗 車 駅 4000‡亡 東京ですね｡ 降りる駅を押Lてください｡ピ

6 降 車 駅 6080♯ 岡山ですね｡ 枚数を押Lてください｡ピ

7 枚 数 2 # 2枚ですね｡ 指定席の種類を押して〈ださい｡ピ

8 指 定 席 の 苛重 類 】士 グリーン車の指定席ですね.｡ 申込み終了の合図を押Lてください｡ピ

9 申込み終了の合図 0±

予約者号を右知らせLます｡

予約番号は4312です.｢

繰り返Lます4312です1⊃

お知らせLた予約者号を押Lてください｡ピ

10 予 約 番 号 4引2♯

予約できまLたし1

指定券は4月23日までに｢みどりの窓口+で

右求めください｡

ありがとうニ■ぎいま Lた｡ピ

9,0,×,♯)で入力する｡ここで､列車新,衆ド糾駅名,

ノ之びt設備柁別はコードが必安となる(使用‾方法,コードはl†､1二勿+

表などに手馴衣).二､

予約内答を人力する方法(1)は,麒寄が臼ら押しボタンダイ

ヤル電話機を操作して小し込みをするため,その様作がだれ

にでも容易に理解でき,簡単で,誤りの少ないことが必要で

ある｡これについては(2=3)前山の実験結米に鵜づいて,入力

項目1項目ずつを‾ピー･1:声で確認L､必二次の項目の人力指ホを

押Lてこ電話∵戸イ去

:郊エ

+
＼＼､_電話交換網___ノ＼

トランク 多周波受信器

‡CT

lCT

lCT

音
声
編
集
部

ノ≠える≦さii榊ラとした｡表lは,押Lボタンダイヤル′芯講機の

ボタン推作と-.I'ぅ二声J心行例をホすものである｡

口 舌声応答装置

ノ屯請予約システムに用いる.ヤ声応答装置は,′芯講交換網と

電話予約中ソ亡装置,指定券発売システムなどデータ適=細と

の小riりに.言ユ市され,この二つのき隼なる細l;りの接続を行なうも

のである｡従って､図2にホすようにイ■絹子応答装置の機能は,
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図2 音声応答システムの構成 電話交操網と座席予約装置などを含んだデータ通信網との中間に音声

応答装置を接寿売したシステムの例を示す｡
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表2 音声応答装置の仕様 書声応答装置は,この仕様に従って製作さ

れている｡

項番 項 目 基 本 方 式

l 苦 声 応 答 方 式 春蚕音編集方式

2 音 声 素 片 単語又は文節

3 音 声 記 憶 装 置 磁気ドラム(800トラック,35Mビット)

4 書 声 記 録 方 式 時分割多重PCM記重責方式

5 収 容 語 数
512語′ノ】秒語/ドラム

最大2.048語′′l秒語/4ドラム(同期制御)

6 音 声 の 符 号 化
標本化周波数8kHz

7ビット線形符号化

了 吾 声 の 編 集 制 御 時分割多重制御

B 同 時 処 理 回 線 数
128【司線×6=了68回線

(但L,回線単位で増設可能)

9 要 求 情 報 の 入 力
押Lボタンダイヤル電話機よりの多周フ皮信号

(最低感動レベルー4TdBm)

10 回 答 情 報 の 出.力 吉 声

ll 電話恒]線 と の 接 続 トランク接続

12 上イ立コンピュータとの接続
Z′400ビット/秒,チータ伝送回線2回線/

サブシステム

_単にハニ声を=力するのみでなく,′壷i活回紬との接糸.帥り御(満
イ.榊1御),人ルト】了幸技の収jムみ制ポ肌 人プJ情報の確Ⅰ認処理,‖

)王了の細肘別御及び中一欠装置とのチーターム送制御が必要となる｡

4.1 音声応答の方式

.乍声応答装置は,不特定多数の利用祈が共同で利用する伯
鞘サービスシステムの主要なr-1りJ装i蔓一言であるため,そのflリブ

する一汗声には次のような枯木的竹三宮ノぎが要求される｡

(1)了解件,明確性のある高Jほiの‾三吉声をf【りJできることし)

(2)多数のIrTほ泉に向時に異なる内谷のJ心答が可能なこと｡

(3)できるだけ多くの用語をJlりJできること〔､

-･方,コンピュータの処理結一果を洋声で出力する方法は,

人別して錨古舶集‾方式と合成方式とがある｡しかL上.i+の条

件を満足させるには,,呪時点では鈷J一掬福袋方式が過土■1である｡

鎚二仔細集方式とは,磁～毛ドラムや光学ドラムにあらかじめ

ji-t一瓶又は単■文単位で音声を錨吉Lておき,二れを処ユ型装道

からの音別緑川守幸l･主により迂紺‾(し,つなぎナナわせて を作り山

す方∫℃である｡如に錨詳しておく-●キラ壬iの単位の収i)方によ一J

て,文辞如月三,単語鰯築,単‾占二節如集などに分柑される｡玉東

.ヤして阜;く古声の単位が大きいほど舶束されたr■1二声の了角川‾三

と】二l然作(聞きやすさ)は咄すが,J芯符できる山`存の変化に

′乏しく語数が制限される｡
このように錨1ヤ鮎躾方式を用いた一打声応答装置は,その記

鎚Lておく単語,又は文節の上之さを過当に選べば,～1_1力した

J11ニ声は人l!11が話しているのとほとんど変わらない良門のもの

となる｡

現在実用化されている音声応答装置のJ京王里は,すべてこの

方式によるものであるが,記細谷去主などの制限から川力用語

数が少ないという欠点がある｡このため現在では的中な二束l勺

サービスなどにしか他円されていない｡

しかし,内容の多い本格的な情報サ”ビスを行なうために

は,もっと多い応答梢語数の音声応答装置が要求される｡

`iに誠子約に什トーた■ヤ声応答装置は,このような要求により

偶発されたもので,H-1300形‾亡三ミニ声】心答装置と呼ばれる｡
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4.2 H-1300形音声応答装置の特長

(1)1秒の1去きの三_‡柴を512._計iり､ンニで1れ没‖+▲能であり,ム立人

2,048ii7i･圭で甜ンユできる(従火のものは拉大200Ⅰ榊二1拙)･.

(2)128L臼ほ州叫二のサブシステム仙戊となっており,上l上人6

サブシステムまでJ･ごtl･-設でき,姑人768【Lり線に対Ll･ルナに与-･きな

るl勺?羊の応ケ‡ができる｡

(3).･11二戸三才を符サ化Lてディジタルで.‾吉山悲し,如に+テ:炎の組､ソニ

てもテ■インタル化した.､一1二声で行なっている｡このため,】=さf

のⅠ.こf:こネ比が叶能となり如に一亡■-f声テふ-げ亡の縫f卜変化をなくしている｡

(4)人プJデータの【勺古雅.乱 検シ主ノ之びJ了灘の糸tlJ′二てを装■i‾if州

処即Lているため,_卜位に桜桃されるコンビュrタの処押が

F即itとなり,どのコンビュMタにも?羊妨に才妾枇できる｡

(5)モデム インタフェースで他のコンピュータと接続でき

るしノ仁ミi引棚卸千川r!はどのコンピュータにも不払に丁汁)せられ

るようプログラム コントロールとな/〕ている.っ

(6)人ノJれ言リーク)′乏†∴感動レベル拉榊を広げ,-5～-47dBm

′三ヱイ.川+▲能とLた｡従′ノて,仝い小､ずれの抑Lボタンダイヤル

.一にl州幾かご〕でも利川できるし,

(7)J几吉子臼主と付二が細分化されており,小糾うさシステムかノフ人触

帖システムまで,その触悦に応じた機一汁川l仁戊がとれるr二,

4.3 H-1300形音声応答装置の基本方式

ニク)装i削.ま鎚.∴.二如り三‾ノノノじの似れた特徴を′卜かL,如にI十)!J

をナインタル処,印する二.とにより,多放の川.i一/i-グ).言上ぎ二大を吋†氾

ヒするた〆)の磁1t卜■ラムl【り判ふt=1L‖ポ=批 ノ之び州税ごヒノ＼グ)

l=王∴′)糾りミキ竹城化するための11Jりナ∵川多ホ制御を‾吋能にLた′1

表2+土､+｡りこノノぺをホすものである.∴.

4.4 標準接続

ニグ)装i呈丁､1ニグ)付壬叩主寸左純系統1､ズ=ま,図3に′J七すとJiりである､_.

∴二1jり心持磁1くドラム柴iiて壬は､+九J【J4fT,j二仙1fTか汀j王iJ心

杵リJ拙分l■巧止装i_正に接紋され,J火刑,十愉の切放え述ノー寸Jができ

るノ ‾如に｢■iニテ汀J広袴りJ按分肘装i;†工では,.1ニテいぶ掛ら主左1t卜､ラムか

ご〕のハニ)ドナータを姑人6fTの-.ヤ)皇‾り仁才抑11御装t;引二j生ることが

でき,il士人128L‖l純分の州l言㍍‡].事-～1を尖一袋Lた.･■1ニケ圭一り仁?‡rl刈御装

軒､=:j‾三りぷチ‡イf†.招妄iこ一1+放びi･1けり心芥デ】-タ′之イ∴米i呂:を指紋

することにより,Jl之ノJ768川根に仙けに与l与なる1ノ+芥ノ)サービス

ができる‥.

/㌻川灯心統一了二約に川いる∴ニラ†り心行普きiF√こく丘‥■l=J.言た放1,024.㍍,

l_l蛸杜放256川線の触帖イ満城であるが,`.一に.i.1jニ約の`ぷ公+■■.■りに‖

/-ノてl‖ほぉとグ‾)州.さ貨を什なうJニシLである､図4ノ之び図5は【りこ川
イJ一三扶)山伏渋り;(センターに.iユ逆1二された憐汁ニ‡グ)外観を′Jミすも･プ)で

ある

4.5 各部の機能

(1).1二)まfしし才‡イf†∴せ三iこ一■;:(AudioResponseIncoming Unit:

以卜,AIU.と略す■)

ニリ〕与さL凱まノ.にIi刷り拙と叫‾如1モノ女びり川J〔,心行丈をj玉川十る状

態と端末の押Lボタンダイヤルノ1Lこ.さi㌧機かノ〕ク)多絹地†∴り‾を叶ぇ

りj生むこ状態との切抱え,7'ナウンス マシンか⊥､フグ‖心才妄丈を心

チ‡するJl川御ノ女び終純▲さ∫し瞼機能をもっているL=､

(2)∴二声J心㌢さデ【タそイ.さ装iこ一'こ(Audio-Response Data Re-

ceiver:以卜,ADRと略す)

こノ)装L凱ま､j‾11】Lボタンダイヤ′しノーに∫ii‾f捕竪カ､ノブj去.111されてくる

多J占川立†∴-リ▲を′壬†Jして山村Jぢ一に盤根する機能をも/1ているL-_.

(3).1二‾/王り心付i主立1くドラム袈ii･`一三(AudioResponse Drum:以

‾卜,ARI〕と略す)

ニグ)斗ヒニピ!二は,.1二j!～を符り一化したイ∴り･を.吉山長lノて才jく磁1(トラ

ム.吉山工手三-iこ▲一川;,ニれを制御する砧主1ミトラム.山･ユJ仰臥礼不日数

千子の磁1t卜､ラムよりの∴ニラ一土子データをいJ肌言ノ己～11Lするためのl･fj
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ARD

ARD

512語

=0

ニ1

ニ5

予備

=0

=1

2.048話

し
ARD

512喜吾

512語

注:ARD=音声応答磁気ドラム装置

MCU=主制御装置

図3 H-1300形音声応答装置の構成

される..

彰≡〉安

も少

ARS口

ARC=吾声応答制御装置

ARC

上位コンピュータヘ

2,400日

MC〕

ADR

ADR

AlU

AlU

128回線

128回線

768回線

128回線

ARC MCU

l

l

l

l

l上位コンピュータヘ
1 2,400B

ARC †JC〕

ADR

ADR二音声応答データ受信装置
ARSD==書声応答切按分配装置 AlU=音声応答着信装置

ARDは512語単位で増設され,風絶対応には128回線単位で増設

■l{-■

■■-■

繊
図
4

音声応答装置(ARC及びMCU)

設置されている装置のタト観を示す._

蒜鷲

表

日本匡1有鉄道秋葉原センターに

j批吉山意伽/女びこれを制御する…州り御部かい戊り,.言出正Lて

ある■-■‾i二声デ【タ,1モア一夕を′㍍川寺流.■llJJ､.1二声ん仁㌢‡リ〃負分軋

き三‾ここヂⅠ二かごフのクロ､ソクに仙川させて-】Iリノ-‾う｢る恍能をもっている.｡

(3)■↑声J心㌢妄-リJ枚分軋装ii上=Audio Response SignalDis-

tributor:以‾卜,ARSDと略す)

二の装;‾㌣=ま,咄j才一j4丁と?,千代子jlf㌻グ)ARDを柁紘し,_呪川,

‾j川∫fの一叫負えを行なう:-,如に桜紙されたARDかノ〕のゞ■i二声テ■

一夕を拉大6fての,iti二声応芥抑卸装iド=二分帖封iける慌能をも

/ノている｡

し4)汗声九仁馴刈御装て㌣こ(Audio Response C()ntrOller:以‾卜＼

ARCと略す)

ニグ)装置は,仁J_珊j御礼 人山力制御部放びfll二声縮刷棚卸

部よ-)杭成され,主制御袋帯のr別御のもとで′.に了抑11‾Ⅰ線との柁
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巨 転身

寸迄

を3
′粥

岳'着手革さ声.′

図5 音声応答装置(Aル及びADR)

設置されている装置の外観を示す｡

階′逝去鞄
吸物､‥を

-ここ藍｢て象

′一号′､恵
ホだ-J;;‾‾:

妄

日本国有鉄i差秋葉原センターに

統制御,ADRかごっの人ノJデータ♂川丈jムしみ制御,指フ上された川

拙に指1ょされたi‡柴を.りけJする舶肘別御ノ之び上†1｢たコンピュー

タとグ)トミj重刷御を子‾J二なう機能をもっている｡

(5)二子∵別御彗三こン■･:(MainControIUnit:以下,MCUと略す)

二の炎上凱士,ARCと接続きれ入ブJデータの検;王処刑ミ,応行

文什壬の純､ンニ処J=乳 f∠二送制御処理などをブニログラム制御できる

機能をもっている｡

■】 音声応答のプログラム

■-1-jり心?‡のプログラムは大別するとコントロ【ル
プログラ

ムヒューーーザⅥレベルのプログラムとになり,ユーザ【レベル

のプログラムであるf∠ニミ送制御,多周波イ言号(MF)分析,汀声

紬搬,_盲工業稚ノ女び遁転支拭の各プログラムがコントロール プ



■■l

l

l
一
一
l

伝送制御

主 業務

l

l

l
l
■■■■

停 止

l
■■l■■■■

MF分析

l

音声編集

芸三彗〉.汐

運転支援

図6 プログラム構造 済の部分はコントロールプログラムを示Lて
いる｡

ログラムのもとでr別刺される‥

図6はゞ1i二戸応若手のプログラム純j立をホすものである･⊃

5.1 コントロール プログラム

コントロ∽ル プログラムは,スケンュrラ,.や=杢分析,

MF恥生み､ハニ芦川九 輿′活処珊などのルーチンより成り､

洋声応茶業帯を構成する待機者詮の制御及びみプログラムlまりの

インタフェース処理を行なうものである〔-)

5.1.1 スケジューラ ルーチン

このルーチンは終プログラムの状態を検1にL,終プログラム

の隆先順序ノ之び発生した1棚生み条件より,プログラム実行の

スケジューリングを行なう ものである｡

5.1.2 割込分析ルーチン

このルrナンは川込みが発生するとレン､スタ枇を退避し,州

込み要l大=二対応するプログラムの始動放び1仙△み発生時実行

｢†]のプログラムの停_lLを行なうものである〔)

5.1.3 MF取込みルーチン

汀声応答装掛ま押しボタン=号を-･峠話山笠する部分を持た

ないため,1【叫の押しボタンイ∴号が継続Lている時川(40ms)

以内に必ずMCUに収り込まなければならない｡従ってこの

ルーチンは20msごとのタイマ1恥杢ふによって始利きれ,128回

線分のデータ収込みを行なう｡またト刀≠fにAIUからの披‖チ

イ.言号も取り込み,指定されたバッフ1フ ェリアに格納するもの

である｡

5,1.4 音声出力ルーチン

このルーチンは､‾汗声編集プログラムで編集されたドラム
ア

ドレスが締約されているバップア ユリアより,単仏語士主(1･1

秒)ごとに128回純分のテ】タを読ふ才一tlし､ARCへ川力する

ものである｡

5.2 ユーザーレベルのプログラム

ユーザーレベルのプログラムには仁ミ送こ1棚卸,MF分析,,⊥-二

声編一軋 主業務及び逆転支拭の終プログラムがあり,尼話予

約の各業務を行なうものである｡

5.2.1伝送制御プログラム

このプログラムは,ARCの仁ミ送肘=卸部からの1判込み,丈は
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主菜楷プログラム,Jl一手声紬粍プログラムからコントロ‾ル
プ

ログラム縫山で始刺されトト什コンピュータとの川でデータ

の送ノ乏イ∴処珊を行なうものである｡

5.2.2 MF分析プログラム

ニのプログラムは,コントロール フ■‾■ログラムのMF収jムLみル

ー一子ンからL｢t接始効きれ,MF収込みルーチンによ/ノて汀丈り

j_生まれた押Lボタンイ.言号の【人け妄を分析し,数ノ∴ ×(′ノトドタ

ン),♯ 川ニボタン),ポーズ及び一別ミ'コード(20ut of7以

外グ)コーート､)により子ためられた処稚を行なうものであるc

5.2.3 音声編集プログラム

ニのプログラムは,iiり_､ンニパ計上主(1.1秒)ごとのノ刷込ふに､より,

コントロー｢′し プログラム維11｢ご始動をかけられトIミ1ヒ荷プロ

グラムで指1亡きれたI芯ア羊文形を北にけ声トラム アドレスを作

成し,指㍍されたバップ7 エリアに桁納きれる｡その他
仁

州的な1仙ムLみを利用したタイマ処理,機一捌人態の■f三川ユ処雌な

どを行なうものであるr〕

5,2.4 主業務プログラム

このプ■ログラムは,MF分帆 仁七送｢1iり乱作声㍉鮎躾放び迎■虹

よ拭の終プログラムからコントロール プログラム紺1け的刺

され,主として√■i二声細一日ミプログラムで必要とするI芯㌢‡文形の

.i貨1上､トイ_Jニコンピュータに対する速了i言′1‾に丈の作成上げそぴにシス

テムの逆転ステー一夕スの管理を行なうものである｡

5.2.5 遷幸云支援プログラム

ニのプログラムは,コントロール プログラムク)D/T入ノJ処

fさl皇ルrナンからコントロrル プログラム維山で始動され,オ

ペレークの人力した逆転指1ナのコマンドの解析と,その処州

を行なう ものである｡

田 結 冨

山_L 汗声応手妄装荷を用いた電話千約システムの｢勺?羊化び

一汗声にじ音字楽市の装置構成とその動作について述べた0収/l二,

この装道はトl本田イ】‾鉄道秋射京センタrに.i辻‾Fこ7i三されて才iり,

上付装‡～･卜ごある乍E諸子的中火装置及びいMARS-105■､との接

続.式験を行なっている｡

ニの′屯訂紺Jシステムは,【∫獅U50年3=の博多=折節線門札ツ三

にナナわせて様軌きれる.っ

終わりに臨み,このシステムの.1那己にl祭L椅々御肋‾こ=之び

御協プJをいただいた[ト乍花信言屯満公社,H本い川鉄道グ)関係

糾主に対し探謝するとともに,日立鮒仰千関係糾∑にも仰せ

て謝二法を表わすものである｡
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